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すごろくで
防波堤のライフサイクルを知ろう

防波堤の港外側に設置する消波ブロックを低炭
素化コンクリ―トで作成するこで、コンクリー
ト製造時のCO2排出量を⼤幅に削減することが
できる。

港内側に捨⽯で幅広く浅瀬を作ることで、⽣物
の⽣息場を提供したり、⽔質浄化やCO2の吸収
効果が期待される。

船舶の停泊のための施設や設備が整った場所で、貨物の積み降ろし、旅客
の乗降などを⾏うために使⽤されます。 エネルギーの9割及び
⾷料の6割を海外に依存し、島国である⽇本では、港湾は私たちの⽣活のなかでとても重要な
役割を持っています。 近年、港湾には様々な機能が求
められています。経済成⻑の実現に向けたターミナルの機能強化、⼤規模地震や⾵⽔害への
防災・減災対策、地域個性を活かした港づくり、気候変動への対応など、港湾によって求め
られる機能は様々です。 港湾の計画・設計では、それらの
要求を満たすことが⾮常に⼤切です。

防波堤とは

すごろくで防波堤のライフサイクルを知ろう

①耐津波機能 ②低炭素化機能 ③⽣物共⽣機能

防波堤の港内側に捨⽯を⾼く盛ることで、港外
からの波のエネルギーを吸収し、防波堤の安定
性を⾼める効果が期待される。

防波堤カード（全3種類）

ゲームの遊び⽅やすごろくのダウンロードはQRコードから

⽇本における港湾の重要性

近年、港湾に求められる多様性

港湾の計画・設計の重要性

船舶の停泊、貨物の積み下ろしなどが安全にできるように計画・設計された施設です。防波堤を設置するこ
とによって、港内を波から守ることができ、津波や⾼潮などの被害を最⼩限にする機能もあります。

防波堤の様々な構造のうち、混成堤は基礎となる捨⽯の上に直⽴壁を設けた構造です。⽇本では混成堤が⽤
いられることが多く、その中でも最も多い形式がケーソンと呼ばれる鉄筋コンクリート製の箱を使⽤したケーソン式混成堤です。
防波堤の構造の種類

防波堤に付加される様々な機能

港湾の施設は計画→設計→施⼯→維持管理というライフサイクルを繰り返しながら、⻑期間にわたって
機能を維持することが求められます。
このサイクルの中では、地震や台⾵など予測が難しい⾃然災害が発⽣することもあり、そうした事態には

迅速に対応する必要があります。さらに、気候変動への対応や、⽣物との共⽣といった社会的な課題にも配慮した
対応が求められています。
こうした港湾の特徴や課題を、楽しみながら学べる『すごろくゲーム』を作成しました。実際のライフサイクルの中でどのよう

なことが起こるか体験できる内容になっています。港湾のスケールの⼤きさや、⻑期的な視点で考えることの⼤切さも感じてもら
えるようになっていますので、ぜひプレイしてみてください！

すごろくゲームで港湾計画・港湾設計の

面白さを感じてもらい、興味を持って

いただけたら大変嬉しく思います。


